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■１．研究の経緯と「生涯学」で取り組んでいるテーマ 

私が「生涯学」で取り組んでいるテーマは、高齢期に差し掛かった時期に未知の技術を習得する人びとに着目し、技

術の習得過程と特徴を明らかにすることである。その上で、技術を習得するなかで、新たなものの見方や地域社会な

どでの立ち位置を獲得した事例を手がかりとして、高齢期の人生を豊かにする可能性を見出すことを試みる。今回の

発表では、調査対象の 1 つである和歌山県由良町の「火祭」を取り上げる。 

■２．本発表の目的 

門前地区において 8 月 15 日の盂蘭盆会におこなわれる「火祭」では、「松明踊り」「土俑担ぎ」「六斎念仏」という 3

つの芸能が演じられる。本研究では、これらの芸能の担い手による技術習得と世代間交流の関連について考察する。 

■３．調査地概要   

 和歌山県由良町は、紀伊半島西側の海岸沿いの中部に位置している。2016 年時点での人口は 5738

人である。町の西部は紀伊水道に面しており、漁業、造船業、観光業が産業の中心である。内陸部

は工業と農業が産業の中心であり、山地では名産品のみかんの栽培がおこなわれている。 

 門前地区は町の東部に位置しており、地区内の平野部の多くは田圃、山地部はおもにミカン畑と

して利用されている。地区の中心となっているのは臨済宗寺院の興国寺であり、本研究で取り上げ

る「火祭」は、興国寺における重要な年中行事の 1 つである。 

 

 

 

 

 

図 1 由良町の位置 

■４．「火祭」とそのなかで演じられる３つの芸能 

門前地区では、お盆に各家庭で紙製の燈籠を仏壇に飾って祖霊を迎える（写真 1）。「火

祭」の日の夕方、家々から燈籠を持った人々が興国寺に集まり、19 時から本堂の周りを

歩いて 3 周する。その後、ふもとの広場に移動し、「釜場」と呼ばれる焚き火を中心に

「松明踊り」「土俑担ぎ」「六斎念仏」という 3 つの芸能を演じる。祭りの最後は「六斎

念仏」が演じられる中で、持ち寄った燈籠を釜場に入れて燃やし、祖霊を送る。 

 

 

 
写真 1 初盆の家での「六斎念仏」と 

仏壇に飾られた燈籠 
（2016年 8月 14日 発表者撮影） 

・松明踊り（写真 2） 

小学生～高校生が竹製の

松明を持って踊る。高齢者

による「六斎念仏」が唱えら

れる中で演じる。 

・土俑担ぎ（写真 3） 

20 代から 40 代の青年男性がおこなう。シダ、笹、竹

で作った約 200 キロの「土俑」（写真 4）を 1 人で担ぎ、

「釜廻り」「線香立て」「拝み合わせ」「俵返し」「井桁組

み」という所作をおこなう。 

・六斎念仏（写真 5） 

60 歳以上の男性がおこな

う。鉦を叩き、浄土教の回向

文、熊野三山縁起などを取

り入れた経文を唱える。 

 

 

 

 

 

写真 2 松明踊りの様子 

（2016年 8月 15日 発表者撮影） 

 

 

 

 

 

写真 3 土俑担ぎの様子 

（2016年 8月 15日 発表者撮影） 

 

 

 

 

 

写真 4 4本並べられた土俑 

（2016年 8月 15日 発表者撮影） 

 

 

 

 

 

写真 5 火祭での六斎念仏 

（2016年 8月 15日 発表者撮影） 

■５．技術習得と世代間交流 ■６．今後の展開 

・3つの芸能の関連 

若者の「松明踊り」は、高齢者による「六斎念仏」が唱

えられる中で演じられていた。また、技術習得においては

「土俑担ぎ」の担い手でもある青年層が若者に「松明踊り」

を指導するといった形での世代間交流が生まれていた。 

・移住者による技術習得と役割の獲得 

聞き取りでは、他地域からの移住者が高齢期以降に「六

斎念仏」の担い手となった事例もあり、地域社会における

役割の獲得にもつながっていることがわかった。 

2021 年 8 月の調査では、新型コロナのため「火祭」の規

模が縮小され、興国寺の本堂を 1 周だけ周った後、「六斎

念仏」が演じられる中での燈籠焼きのみがおこなわれた。

3 つの芸能にかんする練習は一切おこなわれなかった。 

今後は新型コロナの収束を待って以下の調査を進める。 

①練習の観察（参与観察を含む）および、聞き取りによる、

地域における芸能をめぐる民族誌の収集。 

②各世代への技術習得およびライフヒストリーにかんす 

る聞き取りの実施。 
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